
別紙－５
再評価結果（平成１９年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：木村 昌司

事業名 事業 事業 国土交通省

一般国道２５号斑鳩バイパス 区分 一般国道 主体 近畿地方整備局
いかるが

起終点 自：奈良県生駒郡斑鳩町幸前
いこま いかるが こうぜん

至：奈良県生駒郡斑鳩町龍田 延長 ４．７km
い こ ま いかるが た つ た

事業概要 一般国道２５号は三重県四日市市から大阪市に至る延長約２００kmの主要幹線道路であるほ

か、関西圏と中京圏を結ぶ動脈であると共に、地域の重要な生活道路である。斑鳩バイパスは地域住民の

交通安全の確保、交通混雑の緩和、沿線地域の活性化を目的として計画された延長４．７kmの２車線道路

である。

S47年度事業化 S42年度都市計画決定 H10年度用地着手 H13年度工事着手

（ ）H15年9月都市計画変更

全体事業費 約２４０億円 事業進捗率 １８％ 供用済延長 ０．４km

計画交通量 １００百台／日～１４１百台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 1.5 162/209 億円 303/ 317 億円 平成18年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：291/ 304 億円事 業 費：145/191

億円 走行費用減少便益： 11/ 12 億円(残事業) 1.9 維持管理費： 18/ 18

交通事故減少便益： 1/ 1 億円

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施。

交通量変動：B/C=2.2(交通量+10%) B/C=1.7(交通量-10%)

事業費変動：B/C=1.7(事業費+10%) B/C=2.1(事業費-10%)

事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（混雑時平均旅行走行速度が13km/hまで落ちる区間の旅行速度の改善が見込

まれる ）。

（ ）・生活環境の改善 夜間要請限度を超過している法隆寺南２丁目地区の騒音レベルの低下が見込まれる

他１６件に該当

関係する地方公共団体等の意見

斑鳩バイパスは地域の交通安全の確保、交通渋滞の緩和、沿線地域の活性化に重要な役割を果たすこと

が期待されており、斑鳩町長より早期完成の要望書、斑鳩町議会より事業促進に関する意見書を受けてい

る。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

、「 」事業化当時から一部の沿線住民において理解を得られていないが いかるがパークウェイ推進協議会

の発足 「モデル区間」の開通等を通じて理解が深まり、反対自治会の数も当初の１０自治会から５自治、

会に減少。

事業の進捗状況、残事業の内容等

現在までモデル区間Ｌ＝０．４ｋｍの部分供用を行い、用地買収率は３２％となっている。今後、モデ

ル区間から西側への延伸を図り、他の区間についても計画を継続中。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

一部の沿線住民において理解が得られず、事業の進捗に時間を要したが、平成１６年３月に「モデル区

間」が完成、現在稲葉車瀬地区の整備を行うための用地買収がほぼ完了し、平成１９年度より工事着手を

行い平成２０年代前半の部分供用を図る予定。引き続き三室地区、五百井・興留地区の順に整備を行い、
みむろ い お い おきどめ

残る区間においても段階的に整備を行い早期の全線開通を目指す。

施設の構造や工法の変更等

施工にあたっては、周辺環境の保全と共に、プレキャスト製品の活用等有効に利用することによるコス

ト縮減に努める。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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